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Healthcare note（公共・公益法人レポート・シリーズ）

野村證券株式会社 金融公共公益法人部 〒100-8130 東京都千代田区大手町2-2-2 アーバンネット大手町ビル 

本資料に含まれる情報がもたらす一切の影響、本資料の内容に関する正確性、妥当性、法務上のコンプライアンス等につきましては、野村證券はその責を一切負いません。
本資料中の記載内容における各種法令・規則等は随時改定されますので、あくまでも参考資料としてお取り扱いください。また、記載内容における法令・規則及び表現等
の欠落・誤謬などにつきましては、野村證券はその責を一切負いません。本資料は、貴社が経営判断を行うに際して参考となると考えられる情報の提供を目的としたもの
です。経営判断における最終意思決定は貴社自身で行われるものであり、野村證券はこれに対する意見または判断を表明するものではありません。本資料のご利用に際し
ては、弁護士、公認会計士等にあらかじめその内容をご確認ください。 

(寄稿)  

地域連携広報の必要性 

「みんなのくらちゅう」と「わが街健康プロジェクト。」の取り組み 

「わが街健康プロジェクト。」は、倉敷市内の 21 の病院と 4 つの診療所が協働して

企画し、運営する地域ぐるみの広報活動「地域連携広報」である。この活動は、①医

療機関と上手につきあう、②病気の予防と健康維持、③倉敷をもっと好きになるの 

3 つで、講演会や意見交換会などの地域住民が参加するイベントの実施や、これら

のイベントをラジオ番組を通じて紹介するなどの広報も行っている。 

地域連携広報の推進のきっかけとなったのは、2000 年から国の政策である医療

機関の機能分化と、地域完結型医療の推進である。医療機関側は政策に即した運

営を行うが、急性期病院から転院した患者には、なぜ転院しなければならないのか

理解されず、転院先の回復期病院で不満を漏らすという場面にしばしば遭遇するよ

うになったという。医療従事者から患者へ説明するだけでは限界があるため、患者

や家族に医療の現状を理解してもらい、自らが地域完結型医療に参加する仕組み

が重要と感じたことが、地域連携広報の推進につながっている。 

このような背景の中、「わが街健康プロジェクト。」は、倉敷中央病院の地域医療

連携部（当初は地域医療連携・広報部）が事務局となり立ち上げられた。これまで、

連携室で培ってきたマーケティング技術を実践的に取り入れて、地域の医療機関と

共に 7 ヵ月間という短い時間で作り上げ、2013 年の第 1 回開催から 7 年目を迎えて

いる。プロジェクトの構築に際しては、福岡県の飯塚病院などの事例も参考にしたと

いう。 

地域住民を巻き込む工夫は随所に見られる。プロジェクトへ参加する地域住民は

「サポーター」と呼ばれ、イベントへの参加回数や、少人数で地域医療について議論

する場の「サポーターズ・ミーティング」への参加度合いにより、ブロンズ・ゴールド・プ

ラチナなどの認定制度を設けており、その証となるグッズのプレゼントも行っている。

グッズの中には「きびだんご」というユニークなものもあり、地元の人は食べないきび

だんごを知り合いに振る舞いながら、プロジェクトのことを語っていただくという狙いも

あるようだ。 

本稿は、公益財団法人 大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院 地域医療連

携部 十河浩史部長に「わが街健康プロジェクト。」について紹介いただいた。十河

氏は、前職（異業種）で培ってきた多組織をつなぐ運営やマーケティング技術を用い、

本プロジェクトの立ち上げのけん引役である。本稿の中でも、マーケティング技術の

解説やプロジェクトメンバーへのモチベーション向上策、本活動の効果ともいえるサ

ポーターの意識の変化のエピソードなども、詳しくご紹介いただいている。 

本稿が、地域での医療の在り方やマーケティング、広報の在り方を考える良い機

会となることを期待する。 

（市川） 
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